
～世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」登録20周年を迎えて～

第１部 講座

今も愛される熊野古道（小辺路）の意味とその魅力

地獄・極楽図（熊野観心十界曼荼羅）と
那智山の聖地案内図（那智参詣曼荼羅）
を新熊野比丘尼が絵解き実演します。

「熊野比丘尼の絵解き実演」
～地獄・極楽図と那智参詣曼荼羅の世界～

2月2日（金）

開催

第２部 絵解き

■ 日 時：2月2日（金）19時00分～21時00分
■ 講 師：山本殖生氏(国際熊野学会代表委員／熊野三山協議会幹事 )

■ 受講料：無料
■ お申込：奈良まほろば館ホームページよりお願いします

【会場】奈良まほろば館

〒105-0004 東京都港区新橋１丁目８-４SMBC新橋ビル２階

JR新橋駅銀座口より徒歩3分

東京メトロ銀座線新橋駅1番出口より徒歩約3分

電話 03-5568-7081

【担当】和歌山県観光連盟 わかやま紀州館

〒100-0006 東京都千代田区有楽町2-10-1東京交通会館地下１階

電話 03-3216-8000

和歌山県×奈良県連携講座

今年、世界遺産登録20周年を迎える
「紀伊山地の霊場と参詣道」。
今回は、熊野三山と参詣道の魅力につ
いてお話します。様々なルートがある
熊野古道。小辺路は、高野山と熊野を
結ぶ、ほとんどが奈良県を通る山深い
魅力的な古道です。



～世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」登録20周年を迎えて～

今も愛される熊野古道（小辺路）の意味とその魅力

【詳 細】今年2024年、世界遺産登録20周年を迎える「紀伊山地の霊場と参詣
道」。今回は、熊野三山と参詣道の魅力についてお話します。
熊野三山は自然への祈りが発祥。多くの人々のあこがれの霊場になりまし
た。熊野詣の隆盛は中央ともつながり、多彩な宝物を生み、信仰は全国に広
がりました。
参詣道も複数のルートがあり特徴的です。高野山と熊野を結ぶ小辺路は、
ほとんどが奈良県を通る山深い魅力的な古道です。

第１部 講座

2月2日（金）

開催

「熊野比丘尼の絵解き実演」

～地獄・極楽図と那智参詣曼荼羅の世界～

【詳 細】戦国時代から江戸時代にかけて、熊野三山の本願所寺院に所属した
女性宗教者の熊野比丘尼が、全国を巡って絵解きをして、三山の修復資金を
集めました。
今回は、地獄・極楽図（熊野観心十界曼荼羅）と那智山の聖地案内図（那智
参詣曼荼羅）を新熊野比丘尼が絵解き実演し、分かりやすく楽しく「熊野」をＰＲ
します。

第２部 絵解き

【講師】

国際熊野学会代表委員／熊野三山協議会
幹事 山本殖生氏

長年、新宮市教育委員会の文化財関係担当者とし
て、文化財の調査・研究に尽力し、熊野地域とりわ
け熊野信仰の調査・研究を手掛けてきた。また、熊
野の世界遺産登録や国際熊野学会の設立にも尽
力し、ここ数年は熊野に関する講演機会も多く、「ブ
ラタモリ」にも出演
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